アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

めざましどけいが、ピーピーピー！

ぐっすりねていたわたしを、めざめさせてくれる。

おとうさんは、あさ、クルアーンをよむ。

そこには、よいしらせや、ちゅういがかかれていると、おとうさんはいう。

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

うたをくちずさむ、かわいらしいとりたち。

いちにちじゅう、うたって、アッラーのことをたたえてる。

あきのおちばの、かさかさというおと。

つめたいかぜに、とばされて。

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

おなかがすいて、グーっとなると、

すぐにおかあさんをさがしにいくの！

カラフルななべがカタカタいう。

おかあさんがつくったあさごはん、いっぱいたべちゃうよ！

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

ごはんがじゅんびできたテーブルにはしってくる、

おとうとがバタバタはしるおと。

おゆがわいたやかんが、ふえをならす。

おとうさんは、おっきなティーポットでこうちゃをつくる。

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

ザバーン、ザバーンと、あおいうみのなみのおと。

あつくなったら、およいで、すずしくなる。

うみべには、たくさんのしゅるいのいきもの。

みんな、それぞれのおとで、アッラーをたたえてる。

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

なつは、はなや、きのあいだをとびながら、ブンブンと、

きいろとくろのはちさんたち。

おとうさんが、しばをかる、しばかりきのゴロゴロいうおと。

わたしは、かりおわった、しばふのうえで、ねころんで、あくび！

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

ぼくじょうのどうぶつたちが、じぶんのこどもによびかける。

あそびまわるこうしに、おかあさんうしは、モーーー。

うまはヒヒーン、にわとりはコケッ。

ひつじはメーーー、あひるはガーガー。

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

こうえんのおともだちのたのしそうなこえ。

わたしも、すべりだいをすべるときに、うれしいさけびごえ！

あらしがきたら、あめがどしゃぶり！

わたしは、おもちゃをあつめて、おうちへにげかえる。

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

ナシードのリズミカルなだがっきのおと。

アッラーをあいすること、よいことをすることについてうたってる。

おとうさんがアザーンをいうときの、あまいこえ。

わたしも、ウドゥーして、できるだけはやくおいのりをする。

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

わたしのしましまねこの、のどをならすおと。

おいのりじゅうたんのうえにねころぶのを、なでなでする。

たのしそうで、うれしそうな、くすくすわらい。

おとうとをくすぐると、くねくね、もじもじ。

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

でんわがたかだかとなる、おおきなおとで！

わたしは、はしって、「わたしがとる！」っていう。

でんわのむこうの、やさしいおばあちゃんのこえ。

おばあちゃん、あさからよるまでここにいられるといいのにな。

アッラーは、わたしに、おとをきくことのできる、ふたつのみみをくれました。

おとうさんとおかあさんが、わたしのことだいすき、っていうとき。

いつも、とってもしあわせなきもちでいっぱいになる。

おかあさんの、こころやすまるメロディーで、

テディーをだきながら、わたしはゆめのなか。

